
地
域
住
民
と
 

行
政
と
の
パ
イ
プ
役
 

地
域
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
で
あ
る
民
生
・
児
童
委

員
及
び
主
任
児
童
委
員
の
辞
令
交

付
式
が
十
二
月
五
日
、
 

役
場
で
行
わ
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
並
び
に
県
知
事
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
三
十
八
人
に
鳴
海
町
長
が
辞
令
を
交
付
し

ま
し
た
。
 

民
生
‘
児
童
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
 

常
に
住
民
の
立
場
に

立
っ
た
相
談
に
応
じ
、
役
場
や
福

祉
事
務
所
な
ど
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
助
言
指
導
す
る

の
が
主
な
仕
事
で
す
。
 

民
生
・
児
童
委
員
の
職
務
は
、
個
人
の
人
格
を
尊
重

し
、
身
上
に
関
す
る
秘
密
は
厳
守
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
 

地
域
内
で

の
困
り
ご
と
、
日
ご
ろ
の
悩
み
ご
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
担
当
地
区

の
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
 

任
期
は
、
平
成
十
六
年

十
一
月
三
十
日
ま
で
で
辞
令

交
付
式
後
の
組

織
会
に
お
い
て
木
村
治
利
さ
ん

（
新
堤

町
）
が
会
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

民生・主任児童委員決まる 

「委員の方々と協力し、知恵
を出し合って地域の声を関係
機関に反映させていきたい」 
と抱負を語る木村治利会長 

金 

担当地区 

木 

役職 

地
氏
 
区
名
 

電話番号 

神 	原 前田 和子 詔-2174 

蒔 	田 吉田 則昭 52一4076 

沢 	部 白川ュキエ 52一2497 

三軒町・新富町 白川 幸雄 52一4084 

小川町・米町 新岡 正一 53一2561 

芦野町・寺町・浦町 成田 チセ 52一5775 

田町・南新町 副会長 福士兼次郎 53一3211 

本町 I 栄町・川端町 徳田キョエ 52一2486 

神明町・北新町 山崎惣三郎 52一3049 

朝日町・朝日団地 福長 敏子 52一2594 

昭 和 町 監 事 神 	義吉 53一2820 

中山道町・上山道町 竹内久美子 52一4725 

美晴町・下山道町 安田 武三 52-4751 

見崎町‘芦野団地 逢坂 昭子 52 -2275 

若 松 町 佐藤 ュミ 52-2712 

藤 	枝 エ藤 文裕 53一2959 

向道・湯の川 浅利 勝義 52一3007 

林下・女坂 白川テイ子 53一2109 

下宇田野・上宇田野 泉谷 和麿 52一4577 

大東ケ丘・旭ケ丘団地 副会長 白川 庄治 52一3584 

主任児童委員 土 岐 伊久雄 52一5803 

   

嘉 

担当地区 

瀬 

役職 

地
氏
 
区
名
 

電話番号 

下中柏木‘上中柏木 監 事 田中 操 団一3209 

上新町・下新町 今 道茂 52一3486 

Ti!喋崎士中小栗崎 花田 明 52-2776 

上・中派立・東町 木下 節子 52-3497 

下昭平町上・下派立 鎌田 政子 52一3485 

本町・冷水・車町 内海 勝輿 52一3487 

畑中・後町 山中 忠 53-2992 

新堤町搬i絢‘新誠町 会 長 木村 治利 52-2811 

下古町・上古町 秋元 良子 52一2276 

「胃
 
し良，市地区 

担当地区 役職 氏 	名 電話番号 

川端町・下町 今 ハッエ 52一3149 

上柏木・下柏木 今 とし子 52一4375 

上・下派立・双葉町 大橋 睦子 52一2332 

北本町・南本町 岡田 芳嗣 52-3420 

野崎・林町 西村トミエ 52一4328 

西岩見町・東岩見町 元石 美枝 52一4614 

更 生 部 落 今 	美子 52一4845 

主任児童委員 伊 藤 さ ち 52一3003 

   

(7）広報かなぎ 



で き 
一つ 
じ 

I金木ママJ チーム念願の優勝 
11月18日、稲垣村民体育館で行われた

第15回西北五家庭婦人バレーボール協会

長杯に出場した金木ママチームが念願の

優勝を果たし、 4月に行われる県大会へ

の出場権を得ました。 

大会には11チームが参加。予選 2試合

をストレート勝ちした金木ママは、決勝

戦でも中里ママチームを 2 一 0のストレ 

ートで下し優勝しました。現在のチーム

ができて5-6年になりますが、昨年か

ら監督とコーチ 2人がついてちょうど1 
年目で優勝ということで斎藤真紀子主将

は「けが人が続出した中で優勝できて大変うれしい。原田監督と小松・小倉両コーチのおかげです」 

と語っていました。 

と 	 ー× 

納税作品r習字の部jで入賞 
青森県納税貯蓄組合連合五所川原支部主催により募集した平

成13年度納税作品コンクール「習字の部」で、嘉瀬小学校 4年
生の白川みな美さんの作品が銅賞に選ばれました。 

納税広報活動の一環として西北地区の小中学校から募集して

行われ、みな美さんらの入賞作品などは「税を知る週間」の11 
月10日から12日まで、五所川原市と柏村のショッピングセンタ 

ーに展示され、税の広報に活用されました。 

入賞についてみな美さんは「初めて額付きの賞状をもらって

ビックリしましたが、家の人もビックリしていました」 とうれ

しそうに話していました。 

もちつき大会で収穫を祝う 
嘉瀬小学校（校長＝封馬橿）体育館で 

11月17日、お米学習田から収穫されたも

ち米を使ったもちつき大会が行われ、バ

ンダナにエプロン姿の全校児童とPTA 
らがもちつきをして収穫を祝いました。 

体育館に用意された 3つのうすで 5・ 

6年生一人ひとりが、お母さんのあいど

りで歓声を上げながらもちつきを楽し

み、周りでは学年ごとに分かれた児童が

お母さんとお年寄りらとー緒に、つきた

てのもちを思い思いに丸めていました。 

出来上がったもちは「おぞうに」や「おしるこ」などにして全員で味わっていました。 

× 

	ノ 

広報かなぎ⑧ 



’、車ケ丘寸ノトビ111ムの駿 

「希望の花を咲かそうと 発去ム 

自衛官募集相談員の委嘱 
役場 2階応接室において12月 3日、中野一三氏、古

川哲雄氏、沢田茂氏の 3氏へ自衛官相談員の委嘱状が

交付されました。 

この日出席した中野氏と沢田氏に鳴海町長から、町

長と青森地方連絡部池田部長との連名委嘱状が手渡さ

れ、池田部長から記念品が渡されました。 

懇談の席上、池田部長から町出身の自衛官力 80人以

上おり昨年度は女性自衛官も採用になっていることか

ら、今後とも募集活動の協力の要請がなされました。 

委嘱された 3氏は各地域での自衛隊のPR活動や適例

者の紹介などを行います。 

ま 	ち 

サン卜ピアホームの園歌できあがる 

の 

× 

大東ケ丘サントピアホーム（園長＝花田昭一） 

の歌「希望の花を咲かそうと」が園歌に制定され

たのを記念して11月21日、同ホーム体育館内で役

員と保護者を招いて発表会が行われました。 

発表会では、作詞者である花田理事長が「20年
かけて園歌ができました。園生の顔や施設が立っ

ている場所をイメージして作詞した園歌と園旗の

もとに進んでいきたい」 とあいさつ後、園生と職

員による園歌の発表、続いて役員と保護者が園生

と一緒になって歌い園歌制定を祝いました。 

作曲者の成田勝義氏は「皆さんに歌いやすく親

しみやすい、いつまでも歌い続けられる曲にしま

した」 と話していました。 

ー『希望の花を咲かせようと』ー 

大倉岳にこだまする 流れる雲は君にいう
大きな夢を胸に抱き 明日の幸せこの里に
頑張る仲間友にして 心は躍る明けの空
希望の花を咲かそうと 歩き続ける今日もまた 

× 

[飲酒運転根絶運動J 実施中 
~ 11月29日、「飲酒運転根絶運動」の周知徹底のために

飲食店ヘポスターの配布が行われました。 

現在、金木警察署管内の交通事故死者数は 4名で前

年に比べて 3名増加となっており、交通事故死者年間

抑止目標 3名を上回るなどの非常に憂慮すべき状況と

なっています。 

このことから、金木町交通安全対策協議会では忘・

新年会シーズンとなる12月1日から1月31日までの 2 
カ月間「飲酒運転根絶運動」を実施し、悲惨な交通事

故が起こらないよう金木警察署、金木地区交通安全協

会、金木町交通安全協会、金木町交通安全母の会の協

力を得て飲酒運転の根絶を行います。 

× 

(9）広報かなぎ 



長
兄

文
治

と
太

宰
 

前
号
に
校
正
も
れ
が
あ
り
、

一
部

補
説
す
る
。
山
内
群
史
氏
の
年
譜
と

相
馬
正
一
氏
の
評
伝
に
よ
る
と
、
昭

和
五
年
十
一
月
九
日
、
上
京
中
の
長

兄
文
治
氏
が
戸
塚
の
下
宿
で
太
宰
治

と
会
談
。
そ
の
結
果
、
長
兄
は
生
家

か
ら
の
分
家
除
籍
を
条
件
に
、
初
代

と
の
結
婚
を
承
諾
し
た
。
分
家
に
際

し
て
は
財
産
分
与
の
形
を
採
ら
ず
、
 

大
学
卒
業
ま
で
毎
月
百
二
十
円
の
生

活
費
を
仕
送
り
す
る
と
決
め
、
仮
証

文
に
署
名
し
た
。
（当
時
小
学
校
教

員
初
任
給
三
十
五
円
、
四
十
円
）
長

兄
は
太
宰
の
シ
ン
パ
活
動
（
毎
月
十

円
党
活
動
へ
資
金
援
助
）
に
も
言
及
。
 

極
秘
の
つ
も
り
で
い
た
シ
ン
パ
活
動

が
話
題
に
な
り
、
太
宰
治
は
激
し
い

唱
夢

長
兄
か
ら
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
 

昭
和
五
年
十
一

月
十
九

日
受
付

の
、
分
家
除
籍
の
戸
籍
謄
本
が
本
人

に
郵
送
さ
れ
た
。
 

義
 
絶
 

勘
 

当
 

「東
京
八
景
』
や
「
道
化
の
華
」
 

に
小
説
化
さ
れ
て
い
る
鎌
倉
腰
越
事

件
は
、
分
家
除
籍
に
な
っ
た
同
五
年

十
一
月
十
九
日
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
日
 
 

後
の
十
一
月
二
十
八
日
夜
半
か
ら
一
一
 

●

・
つ
書」
よ・
つ
 

十
九
日
早
暁
に
か
け
て
起
っ
た
。
 

東
京
帝
大

一
年
生
、
満
二
十
一
歳

で
分
家
除
籍
さ
れ

た
太
宰

治
は
、
 

〈
私
に
は
、
す
べ
て
の
肉
親
と
離
れ

て
し
ま
っ
た
事
が

ー
ば
ん
、
つ
ら
か

っ
た
。
〉
（
『東
京
八
景
』
）
〈わ
れ
ひ

と
り
を
悪
者
と
し
て
勘
営
除
籍
、
家

郷
追
放
の
現
在
、
い
ょ
い
よ
わ
れ
の

み
を
あ
し
ざ
ま
に
の
の
し
り
、
そ
れ

が
た
め
に
四
方
八
方
ま
る
く
治
ま
り

居
る
様
子
。
〉
と
、
「帰
去
来
」
に
書

い
て
い
る
。
修
学
途
上
に
あ
り
な
が

ら
の
分
家
除
籍
と
は
、

体
の
い

い

一義
絶
勘
当
」
 
で
はな
い
か
。
本
人

の
気
持
ち
か
ら
す
れ
ば
無
念
で
あ
っ

た
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
 

三
 
回
の
 
帰
青
 

分
家
除
籍
か
ら
太
宰
治
は
三
度
、
 

青
森
県
の
土
を
踏
ん
で
い
る
。

一
回

目
は
昭
和
五
年
十
二
月
、
碇
ケ
関
温
 

か
り
し
ゆ
り
げん
 

泉
へ
。
柴
田
旅
館
で
初
代
と
仮
祝
言

を
あ
げ
た
。
し
か
し
故
郷
ま
で
帰
っ

て
お
り
な
が
ら
、
郷
土
に
も
生
家
に

も
足
を
ふ
み
い
れ
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
太
宰
に
と
っ
て
、
津
軽
が
ど

ん
な
に
冷
た
く
暗
い
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
o
だ
が
祝
 

た
 
ね
 

言
に
は
、
母
タ
子

・
次
兄
英
治

・
豊

田
太
左
衛
門
が
立
ち
会
っ
て
い
る
。
 

旅
館
に
は
十
日
間
滞
在
し
た
。
長
兄

の
特
別
の
計
ら
い
が
あ
っ
た
と
伺
え

る
。
 

二
回
目
は
昭
和
七
年
七
月
中
旬
、
 

極
秘
裏
に
青
森
市
に
赴
き
青
森
警
察

曙
零
出
頭
、
左
翼
運
動
と
の
絶
縁
を

誓
約
。
三
回
目
は
そ
の
年
の
十
二
月

下
旬
青
森
検
事
局
へ
出
向
き
、
左
翼

運
動
と
の
絶
縁
を
重
ね
て
誓
約
。
以

後
、
左
翼
運
動
か
ら
完
全
に
離
脱
し

た
。
も
ち
ろ
ん
三
度
と
も
生
家
に
か

え
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま

ま
っ
す
ぐ
東
京
に
帰
っ
て
い
る
。
生

活
費
は
月
額
九
十
円
に
減
額
さ
れ

た
。
 十

年
振

り
に

生
家
へ
 

昭
和
十
六
年
八
月
十
七
日
、
北
芳
 

四
郎
の
勧
め
に
よ
つ
て
、
十
年
振
り
 

で
故
郷
に
帰
る
こ
と
に
な
る
。
 

〈
そ
の
日
、
…
北
さ
ん
と
一
緒
に
 
 

故
郷
の
家
を
訪
れ
て
み
な
い
か
と
い

ふ
の
で
あ
る
。
…
私
は
、
す
で
に
十

年
、
故
郷
を
見
な
か
っ
た
。
十
年
前

に
、
或
る
事
件
を
起
し
て
、
そ
れ
か

ら
は
故
郷
に
顔
出
し
の
で
き
な
い
立

場
に
な
っ
て
カ
た
の
で
あ
る
。
…
〉
 

長
兄
か
ら
許
し
が
出
た
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
、
六
十
八
歳
に
な
る

お
母
さ
ん
が
衰
弱
し
、
い
つ
ど
ん
な

こ
と
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
う

な
っ
た
と
き
、
こ
の
ま
ま
の
関
係
で

い
た
の
で
は
事
が
面
倒
に
な
る
。
い

ち
ど
家
に
帰
り
皆
さ
ん
に
会
っ
て
お

け
ば
、
こ
ん
ど
何
事
が
起
こ
っ
て
も

気
易
く
駈
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
と
説
得
さ
れ
る
。
 

野
原
一
夫
氏
の
一
文
に
よ
る
と
、
 

太
宰
を
帰
郷
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
の

は
、
五
所
川
原
の
呉
服
商
で
津
島
家

に
出
入
り
し
て
い
る
中
畑
慶
吉
で
あ

る
。
中
畑
は
東
京
品
川
区
の
洋
服
屋

の
北
芳
四
郎
に
手
紙
を
送
り
、
長
兄

の
留
守
を
見
計
ら
っ
て
一
日
も
早
く

親
子
の
対
面
を
実
現
さ
せ
た
い
。
中

畑
は
ひ
そ
か
に
次
兄
英
治
の
了
解
を

諮

埼
け
、
長
兄
が
H
京
す
る
機
会

を
窺
っ
て
い
た
。
こ
の
二
人
は
と
も

に
義
絶
後
の
太
宰
治
を
親
身
に
な
っ

て
世
話
し
、
特
に
生
家
と
の
間
に
入

っ
て
何
か
と
と
り
つ
く
ろ
い
を
し
て

く
れ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
 

母
 
と
 

対
 

面
 

夜
行
列
車
で
、
北
に
伴
わ
れ
て
太

宰
治
は
故
郷
に
向
か
っ
た
。
〈
私
は
 
 

十
年
振
り
に
故
郷
の
土
を
踏
ん
で
み

暁
。
わ
び
し
い
土
地
で
あ
っ
た
。
凍

土
の
感
じ
だ
っ
た
。
…
生
家
の
玄
関

に
は
ひ
る
時
に
は
、
私
の
胸
は
、
さ

す
が
に
わ
く
わ
く
し
た
。
〉
 

生
家
で
は
、
ま
ず
仏
間
に
通
さ
れ

た
。
仏
壇
に
向
か
っ
て
座
り
お
辞
儀

を
し
た
。
〈
背
後
に
ス
ッ
ス
ッ
と
足

音
が
聞
え
る
。
私
は
緊
張
し
た
。
母

だ
。
母
は
、
私
か
ら
よ
ほ
ど
離
れ
て

坐
っ
た
。
私
は
獣
っ
て
お
辞
儀
を
し

た
。
顔
を
畢
げ
て
見
た
ら
、
母
は
涙

を
拭
い
て
カ
た
。
小
さ
い
お
婆
さ
ん

に
な
っ
て
カ
た
。
〉
と
書
き
、
母
・

祖
母
・
叔
母
・
次
兄
英
治
と
も
再
会

し
、
会
食
を
共
に
し
て
い
る
。
 

午
後
の
四
時
ご
ろ
、
生
家
を
早
々

に
引
き
あ
げ
、
自
動
車
で
五
所
川
原

の
叔
母
の
家
に
向
か
っ
た
。
北
、
中
 

6オ
t
‘
七三
‘
F
ズ
ー
ブ
 
J
に
ょ
、
 

畑
の
ほ
か
に
母
も
同
乗
し
た
。
捜
と

次
兄
が
す
す
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の

夜
は
叔
母
の
家
で
母
と
叔
母
と
三

人
、
水
入
ら
ず
で
夜
お
そ
く
ま
で
話

し
こ
ん
だ
。
そ
し
て
〈
故
郷
を
チ
ラ

ッ
と
盗
み
見
た
だ
け
で
〉
再
び
東
京

に
戻
っ
た
と
あ
る
。
 

作
品
『
帰
去
来
』
の
全
体
か
ら
受

け
る
印
象
は
、
長
兄
は
何
も
か
も
承

知
し
た
上
で
、
逆
に
長
兄
の
方
で
家

を
あ
け
て
い
る
よ
う
な
、
あ
た
た
か

み
も
感
じ
ら
れ
る
。
（
森安
氏
）
 

長
兄
は
太
宰
治
を
分
家
除
籍
し
た

が
、
昭
和
二
十
年
の
帰
省
時
ま
で
の

十
五
年
間
、
毎
月
の
生
活
費
を
仕
送

り
続
け
て
い
た
。
 

太
宰
を
し
の
ぶ

・
そ
の
文
学
の
魅
力
④
 

金
木
町
太

宰
会
々
長
 

剖
H
）
堆
」
・Z寸
オ
．

.
1入
dキ
．
．
・U
 

木
 
下
 

巽
 

▲東京帝国大学一年生のとき 

ちくま学芸文庫 
「図説太宰治」より転載） 
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肝性黄痘膏着（体質性黄痘を含む） 

問接ビI)ルビン上昇 	 肝前性黄痘（体質性黄痘を含む） 

骨．術後胆嚢炎、とくに無石胆愛炎時
には早期の胆嚢摘出術を行う

外朴【術後肝性黄痘時には、低酸素血症、 
低血圧、感染症、門脈血栓症の有
無に注意する 

診断～初療までの流れ 
ー直接ビlJルビン上昇→ PTC(D) → PTC再造影 肝・胆道・ H 血管造影 

牌腫傷 混合型ビリルビン 
+ 

us【胆管拡張あり ―総胆管嚢腫 

黄 痕 	
Hus .学検査 

胆石 

胆嚢炎善 CT ERCP 直接ビリルビン上昇 
混合型ビリルビン上昇 

+ 
us 】胆管拡張軽度、なし 

（消化管造影） 牌炎 

(ii）広報かなぎ 

金
木
病
院
力
ル

テ
⑩
 

お

う
 
だ
ん
 

七
ョ
、
 
」
1

崎

士
目？
ガ
 

●

」
 
フ
 
「
 
（し
 

《
い
 
ー
ー
 
し
 
》

1
 

外
科
 
清

野
 
景
好
 

は
じ
め
に
 

平
成
十
三
年
十
月
か
ら
、
公
立

金
木
病
院
外
科
に
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 み
な
さ
ん
へ
の

ご
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
今
回
、
黄

痘
と
い
う
病
態
に
つ
い
て
、
特
に

外
科
的
な
処
置
を
必
要
と
さ
れ
る

病
気
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
 

黄
痕
と
は
 

文
字
ど
お
り
黄
色
信
号
で
す
。
自

分
で
は
体
の
調
子
が
悪
く
な
い
と

思
っ
て
も
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
で

診
察
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

黄
痘
と
は
体
中
に
胆
汁
が
留
ま

る
状
態
で
す
。
胆
汁
は
肝
臓
で
生

産
さ
れ
、
胆
管
を
通
り
、
胆
嚢
に

一
時
蓄
積
さ
れ
た
後
、
十
二
指
腸

に
流
れ
注
ぎ
ま
す
。
こ
の
胆
汁
の

流
れ
が
何
ら
か
の
原
因
で
血
液
の

中
に
逆
流
し
、
全
身
に
ま
わ
る
病

態
が
黄
痘
で
す
。
 へ

 

(
 

一
般
に
皮
膚
が
黄
色
に
な
る
状

態
を
黄
痘
と
呼
び
ま
す
。
し
か
し
、
 

ミ
カ
ン
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
カ
ロ
チ

ン
を
多
く
含
む
野
菜
や
果
物
を
た

く
さ
ん
摂
取
し
た
場
合
に
も
、
手

の
ひ
ら
や
足
の
う
ら
な
ど
の
皮
膚

が
黄
色
っ
ぽ
く
な
る
の
は
昔
か
ら

知
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
場

合
は
病
的
な
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

も
ち
ろ
ん
、
治
療
の
必
要
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
例

で
は
眼
球
結
膜
（
白
眼
）
ま
で
、
 

黄
染
し
ま
せ
ん
。

一
方
、
皮
膚
や

眼
ま
で
も
黄
色
く
な
っ
た
場
合
は
、
 

黄
痕
の
診
断
 

黄
痘
の
診
断
は
採
血
検
査
に
よ

り
な
さ
れ
ま
す
。
ビ
リ
ル
ビ
ン
と

い
う
数
値
が
高
い
ほ
ど
黄
痘
が
高

度
で
、
血
清
総
ビ
リ
ル
ビ
ン
値
が

二

・
〇
昭
／

m
を
超
え
る
と
、
臨

床
的
に
は
黄
痘
と
し
て
認
識
さ
れ

ま
す
。
次
に
、
黄
痘
の
原
因
の
検

索
が
さ
れ
ま
す
。
超
音
波
検
査
、
 

c
T
検
査
、

M
R
I検
査
、

E
R
 

c
P
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
検
査
法
が

あ
り
、
各
症
例
に
合
っ
た
検
査
法

が
選
択
さ
れ
ま
す
。
黄
痘
の
原
因
 

に
は
、
急
性
及
び
慢
性
肝
炎
、
胆

管
、
陣
臓
な
ど
の
悪
性
腫
蕩
、
胆

石
な
ど
多
種
多
様
で
す
。
こ
れ
ら

の
中
で
も
最
も
頻
度
が
高
い
の
は

胆
石
、
総
胆
管
結
石
、
肝
内
結
石

な
ど
結
石
に
よ
る
胆
道
閉
塞
に
よ

る
黄
痘
で
す
。
 

結
石
に
よ
る

黄
痕
の
治

療
 

結
石
は
、
そ
の
存
在
す
る
場
所

に
よ
り
胆
嚢
結
石
、
総
胆
管
結
石
、
 

肝
内
結
石
と
呼
ば
れ
ま
す
。
結
石

が
存
在
し
て
も
、
た
だ
ち
に
黄
痘

に
な
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
い
っ
た
ん
黄
痘
が
発
症
し

た
ら
、
な
る
べ
く
早
く
黄
痘
を
と

る
処
置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

一

期
的
に
手
術
を
行
う
場
合
も
あ
り

ま
す
が
、
多
く
の
症
例
で
ま
ず
、
 

胆
管
に
ク
く
だ
ク
を
挿
入
し
留
ま

っ
た
胆
汁
を
外
に
出
し
、
皮
膚
の

黄
染
を
と
っ
て
か
ら
手
術
を
行
い

ま
す
。
胆
嚢
結
石
に
対
し
て
は
胆

嚢
切
除
術
、
総
胆
管
結
石
に
対
し

て
は
胆
嚢
切
除
術
と
総
胆
管
結
石

の
除
去
を
行
い
ま
す
。
結
石
の
多
 
 

く
は
胆
嚢
内
で
形
成
さ
れ
、
総
胆

管
内
に
落
下
す
る
場
合
が
多
い
た

め
、
胆
嚢
も
切
除
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
の
方
や
体

力
的
に
手
術
に
耐
え
ら
れ
な
い
患

者
さ
ん
に
対
し
て
は
、
砕
石
装
置

を
用
い
て
結
石
を
除
去
す
る
方
法

が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
方

法
は
数
回
に
分
け
て
結
石
を
除
去

す
る
こ
と
が
多
く
、
長
期
の
入
院

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
分
野

で
の
手
術
は
昔
と
大
き
く
変
わ
り
、
 

“腹
を
切
ら
な
い
ク
で
わ
ず
か
な

キ
ズ
で
腹
腔
鏡
を
用
い
て
手
術
す

る
方
法
が
第
一
選
択
と
な
っ
て
き

て
、
十
数
年
前
に
比
べ
て
、
患
者

さ
ん
の
術
後
の
負
担
が
大
変
軽
減

さ
れ
ま
し
た
。
 

お
わ
り
に
 

黄
痘
の
原
因
は
、
先
に
述
べ
た

よ
う
に
結
石
に
よ
る
も
の
が

一
番

多
い
の
で
す
が
、
胆
管
癌
や
陣
癌

な
ど
悪
性
腫
蕩
が
原
因
の
黄
痘
も

決
し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
皮

膚
の
黄
染
は
他
人
か
ら
言
わ
れ
て

は
じ
め
て
気
付
く
場
合
も
あ
り
、
 

病
院
を
受
診
し
た
と
き
に
は
か
な

り
症
状
が
進
ん
で
い
る
場
合
も
よ

く
み
か
け
ま
す
。
黄
痘
は
黄
色
信

号
と
い
う
こ
と
を
憶
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
 



や
伝
m昌
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⑨
届
い
て
い
ま
す
 

●

十
一
月
十
七
日
 

財
布
（
茶
色
 
皮
製
）
 

金
木
病
院
正
面
玄
関
付
近
 

●

十
一
月
三
十
一
日
 

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
 

（
金色
 
全
長
十
七

m
)
 

み
ち
の
く
銀
行
金
木
支
店
 

A
T
M
コ
ー
ナ
ー
付
近
 

心
当
た
り
の
方
は
、

金
木

警
察
署
落
と
し
物
係
ま
で
 

⑥
係
り
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
 

た
い
方
は
企
画
観
光
課
ま
で
 

× 

 

	ノ 

3 

11月末現在 前年同月比 

男 	5, 683人 △ 45人 

女 6,287人 △ 15人

計 11,970人 △ 60人 

世帯数 4, 067 	 3 

人

ロ
と
世
帯
）
 

国
民
年
金
情
報
 

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
 

平
成
十
三
年
一
月
か
ら
十
一
一

月
ま
で
の
間
に
納
め
ら
れ
た
保

険
料
は
、
「社
会
保
険
料
控
除
」
 

と
し
て
全
額
が
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。
 

申
告
で
き
る
の
は
、
平
成
十

三
年
分
の
保
険
料
の
他
に
、
過

去
の
期
間
で
未
納
や
免
除
を
受

け
て
い
た
分
を
平
成
十
三
年
中

に
納
め
た
保
険
料
額
に
な
り
ま

す
。
 

ま
た
、
ご
自
分
の
保
険
料
だ

け
で
な
く
、
家
族
の
分
と
し
て

納
め
た
保
険
料
額
も
控
除
と
し

て
納
め
た
保
険
料
額
も
控
除
の

対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

【平
成
十
三
年
の
保
険
料
額
】
 

⑥
定
額
保
険
料
 

（
一月
、
十
二
月
）
 

月
額
 
一
万
三
千

三
百
円

年
額
 
十
五
万
九
千
六
百
円

⑨
付
加
保
険
料
 

月
額
 

四
百
円

年
額
 

四
千
八
百
円
 

戸
籍
の
窓
 

十

一
月
届
出
分
 

お
め

で
と

う
 

金

本
 
大

輝
（
敬
夫
）
金

徳

田
 
康
生

（
喜代
司
）
蒔

五
十
嵐

穂
佳
（

篤
）
金
 

木田木 

お
し
あ
わ
せ
に
 

森
静
鱗
一
鍵
誹
細
 

販
岡恵
詳
詳賑
）
 

令
護
鶏
贈
露
（
 

露

深
難一
幾
軒碑
 

露
熱
）
一』
撃）
縄
 

（
前
田
 
泰
晴

（
贋
幸）
愛
知
県
 

「
脇
神
 
京
子

（切
治
）
喜
良
市
 

霧
う
踊
一
靖一”
稀
 

証
野
雅
一雌
奏難
”
 

霧
麟
m

一
「一
鱗
栖
 お

 
く
 
や
 
み
 

哲
司
（

5
2才
）
嘉

春

治
（
6
0才
）
嘉
 

カ
 
ス
（
7
5才
）
喜
良
市
 

キ
 
ミ
（
9
1才
）
嘉
 

恵

司
（
4
7才
）
嘉
 
金
嘉
嘉
 

ト

シ

（8
1才
）
 

こ
の
欄
は
金
木
町

に
住
所

を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲
載

し
て
い
ま
す
b
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は

町
民
課
窓

口
に
届
出
の
際
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

小伊秋今秋山 

野藤元 元中 

木瀬瀬 瀬瀬 

ほ の か 

五＋嵐 穂佳 ちゃん（10月31日生） 

J
、
 

な
っ
た
ら
、
一
緒
に
ス
キ
ー
と
ス
イ
ミ
ン
グ
を
や
ろ
 

（
姉
 
琴
乃
よ
り
）
 

ノ、
、ー

 

き
、不

大
う
 ノ 
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